
表紙写真：21世紀銘仙
３月４日、「いせさき銘仙の日」に行われ
た銘仙ファッションショーで、昨年半世
紀ぶりに市民有志の手で復活を遂げた併

へい
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よう

絣
かすり

の着物とピンワークドレスが披露さ
れました。ステージを彩った銘仙の中で
もひときわ輝きを放っていました。
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 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは16ページへ

主な内容

P2－5	 平成29年度の予算が決まりました
P6－7	 人間ドックの補助金申請を受け付けます
P8	 新しい教育委員会制度に全面移行します
P21	 広報いせさきをスマホアプリ「マチイロ」で配信
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平成29年度の予算が決まりました

市債残高の状況

市税
297億4,020万円
（41.3％）

国庫支出金
104億0,029万円
（14.5％）

地方交付税
64億円
（8.9％）

市債
56億4,060万円
（7.8％）

県支出金
51億0,738万円
（7.1％）

諸収入
36億9,802万円
（5.1％）

地方消費税交付金
36億5,000万円
（5.1％）

その他
10億6,295万円
（1.5％）

繰入金
36億0,337万円
（5.0％）

使用料および手数料
10億4,138万円
（1.4％）

分担金および負担金
９億3,581万円
（1.3％）

地方譲与税
７億2,000万円
（1.0％）

歳入
720
億円

民生費
288億5,186万円
（40.1％）

教育費
81億8,168万円
（11.4％）

公債費
71億5,209万円
（9.9％）

土木費
69億7,586万円
（9.7％）

総務費
68億2,018万円
（9.5％）

衛生費
60億8,486万円
（8.5％）

商工費
32億1,404万円
（4.5％）

その他
１億5,020万円
（0.2％）

消防費
25億2,841万円
（3.5％）

農林水産業費
13億2,112万円
（1.8％）

議会費
４億6,691万円
（0.6％）

労働費
２億5,279万円
（0.3％）

歳出
720
億円

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

「
活
力
あ
ふ
れ
た
元
気
あ
る
ま
ち
」

の
実
現

　
本
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初
予

算
額
は
７
２
０
億
円
で
す
。
前
年

度
と
比
較
す
る
と
２
・
６
％
減
少

し
ま
し
た
。
健
全
で
安
定
し
た
財

政
運
営
の
下
、
定
住
・
移
住
人
口

の
増
加
を
図
り
、
活
力
に
あ
ふ
れ

た
元
気
あ
る
ま
ち「
い
せ
さ
き
」を

目
指
し
て「
ふ
る
さ
と
創
生
予
算
」

を
編
成
し
ま
し
た
。

　
活
力
に
あ
ふ
れ
た
地
方
の
創
生

を
目
指
し
、
次
の
五
つ
の
重
点
政

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」に
位
置
付
け
ら
れ
る

事
業
を
着
実
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

活
力
に
あ
ふ
れ
た
元
気
あ
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。「
し
ご

と
」が
あ
り
、「
ひ
と
」が
集
ま
り
、

「
ま
ち
」が
で
き
る
と
い
う
考
え
の

下
、
人
口
が
減
る
こ
と
の
な
い
元

気
あ
る
ま
ち「
い
せ
さ
き
」を
つ
く

っ
て
い
き
ま
す
。

用語の解説
市税　市民税や固定資産税など、皆さんが納める

税金
国庫支出金　市が特定の事業をするときに、国が

負担する補助金や負担金など
地方交付税　国税（所得税、法人税、消費税など）

の一部から、市の財政状況に応じて交付される
お金

市債　国や銀行などからの借入金
県支出金　市が特定の事業をするときに、県が負

担する補助金や負担金など
諸収入　預金利子、貸付金の元利収入など
地方消費税交付金　消費税として納められた８
　％のうちの1.7％の中から、一定の基準で交付

されるお金
繰入金　特別会計や基金などからの収入金
使用料および手数料　公共施設の使用料や戸籍、
　住民票などを交付するときの手数料
分担金および負担金　保育所の保育料など、受

益者が経費の一部を負担するお金
地方譲与税　地方揮発油譲与税、自動車重量譲与

税など
その他　自動車取得税交付金、地方特例交付金、
　利子割交付金など

　各会計とも、市債残高の抑制に
向けて事業運営をしています。一
般会計では、消防本部訓練塔整備
事業や宮郷工業団地周辺整備事業
などの終了により、平成29年度
末の市債残高（元金）見込みは平成
28年度末見込みと比較すると、
約９億2,243万円の減少となりま
す。
　今後も計画的な市債の発行によ
り財政の健全化を図り、将来の財
政負担抑制に努めていきます。

伊勢崎をもっと元気に もっと豊かに もっと安全に

平成29年度の予算が決まりました
一般会計予算は720億円 ～前年度比マイナス2.6％～

　本年度の各会計予算が、第１回市議会定例会で可決されました。本年度の予算の概
要と主な事業について紹介します。詳しい資料は市ホームページに掲載しています。
　※金額は端数調整し、「万円」単位で表記しています。

問い合わせ　財政課（☎27－2712）

特別会計（保険料や使用料など特定の収入で支出を賄います）
事業名 予算額

小型自動車競走事業費 153億5,256万円
学校給食センター事業費 31億7,503万円
国民健康保険 253億1,169万円
後期高齢者医療 20億0,790万円
介護保険 162億7,657万円
下水道事業費 37億2,066万円
農業集落排水事業費 5億8,545万円
特定地域生活排水処理事業費 2,319万円

特別会計・公営企業会計

公営企業会計（市が企業として経営し、支出は収益で賄います）
事業名 予算額

水道事業 59億2,301万円
病院事業 172億4,565万円
介護老人保健施設事業 2億8,613万円
訪問看護事業 6,610万円

予算額　899億7,394万円
特 別 会 計 予 算 額　664億5,305万円
公営企業会計予算額　235億2,089万円

内訳

平成29年度末
見込み

平成28年度末
見込み 増減額

一般会計 690億2,072万円 699億4,315万円 ▲9億2,243万円
特別会計合計 222億1,381万円 212億3,084万円 9億8,297万円

学校給食センター事業費 12億1,750万円 ― 12億1,750万円
下水道事業費 178億5,633万円 177億8,056万円 7,577万円
農業集落排水事業費 31億0,938万円 34億2,032万円 ▲3億1,094万円
特定地域生活排水処理事業費 3,060万円 2,996万円 64万円

公営企業会計合計 210億1,770万円 220億9,569万円 ▲10億7,799万円
水道事業 120億5,118万円 124億3,318万円 ▲3億8,200万円
病院事業 89億6,652万円 96億6,251万円 ▲6億9,599万円

合計 1,122億5,223万円 1,132億6,968万円 ▲10億1,745万円
※「平成28年度末見込み」額は、平成29年度当初予算編成時点の残高です

用語の解説
民生費　児童、高齢者、体の不自由な人、生活に

困っている人を援助するための経費
教育費　学校教育、社会教育などに使われる経費
公債費　道路、学校などを造るために借りたお金

を返済するための経費
土木費　道路、公園、市営住宅などを造ったり、
　区画整理を行ったりするための経費
総務費　税金の徴収、戸籍事務、選挙事務など、
　市役所の全般的な仕事に使われる経費
衛生費　皆さんの健康を守ったり、ごみ・し尿を

処理したりするための経費
商工費　商業、工業、観光などを盛んにするため

の経費
消防費　消防、救急業務などに使われる経費
農林水産業費　農道や水路の整備など、農業を盛

んにするための経費
議会費　市議会議員の報酬や議会関係に使われる

経費
労働費　勤労者のために使われる経費
その他　災害復旧費・予備費

一般会計歳入の内訳歳出の内訳
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放課後児童クラブを増設
･････････････････････5,013万円

防犯カメラ内蔵LED防犯灯40
基を含むLED防犯灯490基を
新設･････････････････3,400万円

英語教材として自主作成した
イングリッシュマガジンを活
用････････････････････････87万円

プレミアム付商品券の販売総
額を増額････････････････３億円

福祉・地域医療の充実

安心、安全なまちづくり

教育・スポーツ・文化の振興

行財政改革の推進

地域経済の活性化

新

拡

新

拡

新

新

新

拡

拡

新

継

継

継

拡

ひとり親家庭に小学校入学準備金を支給
 ･･･････････････････････････････････450万円
保育士などの処遇改善を実施
 ････････････････････････････２億6,933万円
保育士を多く配置するための補助金を増
額･･････････････････････････････3,312万円

イノシシやシカなどの有害鳥獣への対策
を実施････････････････････････････214万円
災害対応特殊化学消防ポンプ自動車を更
新･･････････････････････････････6,200万円

教員事務を補助する校務支援員を配置
 ･････････････････････････････････1,070万円
外国籍などの児童・生徒を対象に日本語
学習を支援する子ども日本語教室未来塾
を実施････････････････････････････130万円

住宅リフォーム費用の一部を助成
 ････････････････････････････１億5,000万円
ご当地製品などの「M

メ　ー　ド

ade i
イン

n いせさき」
の知名度向上に向け臨時アンテナショッ
プを運営･････････････････････････200万円
収益性の高い野菜経営を図るため、野菜
王国・ぐんま総合対策事業費補助金を交
付･･･････････････････････････････3,270万円

拡

継

新 障害者センターを開所･･････････994万円
福祉医療の対象者を追加･････1,400万円

全170行政区に地域コミュニティ活動事
業補助金を交付･･･････････････5,100万円

新

新

拡

新

新

新

高性能MRIなど医療器械器具を整備
 ････････････････････････････４億2,400万円
中央手術室増改築整備
 ････････････････････････････１億5,000万円

市道の路面下空洞調査を試験的に実施
 ･･･････････････････････････････････500万円
木造住宅の一部の補強や耐震シェルター
設置の費用を補助･･･････････････100万円
空き家などの除却費用や利活用のための
改修費用を補助･･･････････････1,189万円
安全で良質な水道水を安定して供給する
ため、配水管の新設など上水道施設を整
備･････････････････････････10億4,904万円

市陸上競技場管理棟改修工事および競技
場整備工事、市野球場スコアボード改修
工事などを実施･･････････４億6,000万円

伊勢崎宮郷工業団地の整備に伴い、田中
町居住環境創造地区を整備
 ････････････････････････････････2,000万円
伊勢崎駅周辺の整備････13億6,138万円
保泉茂呂線を整備･････････････4,570万円

拡 日常生活用具の給付品目を拡充
 ･･･････････････････････････････････204万円

新

新

新

新

新

骨髄移植ドナー支援事業助成金を創設
 ･････････････････････････････････････28万円
ロタウイルス予防接種費用を助成
 ･････････････････････････････････1,650万円
子宮頸

けい

がん予防ワクチン接種後の医療費
などを助成････････････････････････51万円
５歳児健康診査を実施･･････････461万円

洪水ハザードマップを更新･････900万円
あずま南小学校周辺の浸水対策として雨
水幹線を整備･･････････････････7,710万円
伊勢崎南部第三工業団地付近の道路冠水
対策として排水路を整備･･････････１億円
第三中学校にマンホールトイレを整備
 ･･･････････････････････････････････832万円

四ツ葉学園中等教育学校の外壁改修工事
などを実施････････････････････8,000万円
赤堀小学校用地の財産整理などを実施
 ･･････････････････････････････２億100万円
臨海学校の大規模改修工事を実施
 ････････････････････････････１億5,000万円
教育研究所の多目的ルームおよび本館ト
イレの耐震補強工事を実施
 ････････････････････････････････5,000万円
老朽化した調理場を再編し、新たな学校
給食調理場の建設工事を実施
 ･･･････････････････････････14億2,754万円

下水道事業において、公営企業法の適用に向
けた各種システム整備などを実施
 ･･････････････････････････････････････2,258万円
水道事業を安定的に継続するための中長期的
な投資・財政計画などを策定
 ･･････････････････････････････････････2,070万円

平成29年度 予算
主な事業の
概要と予算額

継

継

境町駅前の赤レンガ倉庫を整備
 ････････････････････････････２億5,408万円
伊勢崎駅前インフォメーションセンター
を中心に、伊勢崎駅前のにぎわいを創出
する各種イベントを実施 ･･･････360万円

新
拡
継

＝新規の事業
＝拡充する事業
＝継続する事業

平成27年度決算に基づく公会計
制度の財務諸表（貸借対照表・行
政コスト計算書・純資産変動計算
書・資金収支計算書）を、市ホー
ムページで公表しています。

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

継

新

清掃リサイクルセンター21第４期最終処
分場を整備･･･････････････10億2,236万円

宮郷公民館の新築用地の取得および造成
工事などを実施････････････････････２億円

新

継

文化会館の耐震補強工事などの大規模改
修に向けた実施設計などを実施
 ････････････････････････････１億3,968万円
世界文化遺産に登録された田島弥平旧宅
とその周辺環境を整備････････7,400万円

継

新

拡

パソコンやスマートフォンなどから市税
などを納入できるペイジーおよびクレジ
ット収納サービスを開始 ･･･････707万円
インターネット上での市議会の会議録検
索システムを導入･･･････････････300万円
ICTによる協働まちづくり事業を実施
 ･･･････････････････････････････････100万円

新

▲防犯カメラ内蔵LED防犯灯

◀イングリッシュマガジン

LED照明

カメラ部分

生涯学習の
推進

子育て環境
の整備

高齢者の
生活支援

保健対策の
推進

障害者
サービスの

充実

地域医療の
充実

（市民病院）

産業振興の
推進

地域活動
支援

都市基盤の
整備

シティプロ
モーション

の推進

安全な
暮らしの

基盤づくり

生活環境の
整備

災害に強い
まちづくり

環境に
やさしい

まちづくり

教育施設の
整備

教育環境の
充実

スポーツ
施設の整備

文化の振興

行財政改革

継
継

◀伊勢崎駅前のにぎわいを
創出するイベントを実施

◀
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
使
っ
て

お
得
に
買
い
物

◀
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
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予
約
か
ら
受
診
ま
で
の
流
れ

１日
人間ドック

１泊２日
人間ドック

１日人間ドック
と 脳ドック 脳ドック 電話番号医療機関名

①石井病院（波志江町） ○ － ○ ○ ☎21－3111
②伊勢崎佐波医師会病院成人病検診センター（下植木町） ○ ○ ○ ○ ☎26－7878
③伊勢崎市民病院検診センター（連取本町） ○ － ○ ○ （注）☎25－5022
④大井戸診療所（東小保方町） ○ － － － ☎62－3333
⑤群馬県健康づくり財団（前橋市） ○ － － － ☎027－269－7813
⑥鶴谷病院健診センター（境百々） ○ ○ － － ☎74－1800
⑦伊勢崎健診プラザ（中町） ○ － － － ☎26－7700
⑧笛木外科胃腸科（西久保町二丁目） ○ － － － ☎62－5678
（注） 市民病院検診センターの窓口（平日・午前９時～午後５時）で予約してください。詳しくは同センター（☎25－5022）に問い合わせてください。

指定医療機関

検査項目
●人間ドック＝身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、心電図、眼底検査、
　腹部エコー、胸部レントゲン、胃部レントゲン（バリウム）、便潜血など
　 ※医療機関によって異なります。胃内視鏡（胃カメラ）検査を希望する場
合や女性の乳がん・子宮頸

けい

がん検診は、一部の医療機関ではオプション
（別料金）となります。医療機関に予約する際に確認してください
●　 脳ドック＝MRI、MRA、頸動脈エコー

けい

検診費用・市の補助金額

検診費用・
市の補助金額

検診費用から市の補助金額を差し引いた額を、検診当日、医療機関で支払ってください。
自己負担額 ＝ 検診費用（＋オプション分の料金） － 市の補助金額

補助金の
交付は、
１年度に
１回まで

※上記の「１日人間ドック」・「１日人間ドックと脳ドック」の検診費用は医療機関によって異な
ります。詳しくは予約した医療機関に問い合わせてください

申請受け付け
期間・会場　※いずれも土・日・祝日は除きます
市役所 ●４月13日（木）＝東館５階第１会議室
 ●４月14日（金）から９月29日（金）まで＝国民健康保険課・年金医療課
赤堀支所 ●４月13日（木）・14日（金）＝２階大会議室
 ●４月17日（月）から９月29日（金）まで＝住民福祉課
あずま支所 ●４月13日（木）＝２階大会議室
 ●４月14日（金）から９月29日（金）まで＝住民福祉課
境支所 ●４月13日（木）＝会議用庁舎１階大会議室
 ●４月14日（金）から９月29日（金）まで＝住民福祉課
時間　午前８時30分～午後５時15分　※各支所は正午から午後１時までは除きます

用意する物
●保険証　●印鑑（朱肉を使用する物）
●特定健康診査受診券（40歳から74歳までの国民健康保険加入者）
●後期高齢者健康診査受診券（後期高齢者医療制度加入者）
お願い  検診予定日、人間ドックの種類、医療機関が分かるようにしておいてください。

人間ドックの補助金申請を受け付けます 国民健康保険（40歳以上）・後期高齢者医療制度加入者の
人間ドックの補助金申請を受け付けます

下記のとおり、市役所・各支所で補助金の申請をしてください。
補助金の申請期間　４月13日（木）から９月29日（金）まで
ただし
●検診日が６月から10月までの人 検診月の前々月末までに申請
●検診日が11月から３月までの人 申請期限の９月末までに申請
市役所から「補助金交付決定通知書」が郵送されます。内容に間違いなど
ないか、よく確認してください。

検診当日は、国民健康保険または後期高齢者医療制度の保険証と「補助金
交付決定通知書」を持って受診してください。

検診日を予約
（医療機関で）

人間ドック受診
（医療機関で）

「補助金交付決定
通知書」の交付

補助金の申請
（市役所・各支所で）

対象 ●人間ドック＝40歳以上の人
●脳ドック＝年齢が表１または表２に該当する人
　※年齢は平成30年３月31日時点

人間ドック受診日に、国民健康保険または後期高
齢者医療制度の加入資格がない場合や、受診後に
受診日以前にさかのぼって資格を喪失した場合は、
人間ドック補助金を返還してもらいます。

人間ドックを受ける人は、特定健診や後期高齢者
健診は受診できません。重複して受診した場合は、
人間ドック補助金を返還してもらいます。

注意１

注意２

表２　脳ドック対象年齢（後期高齢者医療制度）
年齢 該当する生年月日
65歳 昭和27年４月１日～昭和28年３月31日
70歳 昭和22年４月１日～昭和23年３月31日
75歳 昭和17年４月１日～昭和18年３月31日
80歳 昭和12年４月１日～昭和13年３月31日
85歳 昭和 ７年４月１日～昭和 ８年３月31日
90歳 昭和 ２年４月１日～昭和 ３年３月31日

注意してください！
国民健康保険加入者で75歳になる人と、後期高
齢者医療制度加入者は、「１泊２日人間ドック」・
「脳ドック」の申し込みはできません。

表１　脳ドック対象年齢（国民健康保険）
年齢 該当する生年月日
40歳 昭和52年４月１日～昭和53年３月31日
45歳 昭和47年４月１日～昭和48年３月31日
50歳 昭和42年４月１日～昭和43年３月31日
55歳 昭和37年４月１日～昭和38年３月31日
60歳 昭和32年４月１日～昭和33年３月31日
65歳 昭和27年４月１日～昭和28年３月31日
70歳 昭和22年４月１日～昭和23年３月31日

75歳
昭和17年４月１日～昭和18年３月31日
　 ※「１日人間ドックと脳ドック」の受診とな
ります

１

４

３

２

　40歳以上の市の国民健康保険（国保）加入者と、後期高齢者医療制度加入者を対象に、
人間ドック・脳ドックの検診費用の一部を補助します。受診を希望する人は、事前に各自
で指定医療機関を選択し予約をしてから、補助金申請をしてください。

問い合わせ　国民健康保険加入者＝国民健康保険課（☎27－2737）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  後期高齢者医療制度加入者＝年金医療課（☎27－2739）

指定医療機関に「伊勢崎市の国民健康保険（後期高齢者医療制度）の人間
ドック」と伝えて、下記の期間内の日程で予約をしてください。予約の際
は保険証を用意してください。指定医療機関は左ページ表のとおりです。
人間ドック実施期間 平成29年６月から平成30年３月まで

補助金申請時および検診当日に、本市の
国民健康保険または後期高齢者医療制度
に加入し、被保険者証が発行されている、
右の条件に該当する人

人間ドックを受けない人・脳ドックしか受けない人は、
特定健康診査や後期高齢者健康診査と各種がん検診を
受けてください。検査項目はほぼ同じです。同じ日に
全ての検査を受けられるわけではありませんが、自己
負担額が少なく済むなどのメリットがあります。

人間ドックを受けない人は
特定健診・がん検診を受けましょう！

種類

１日人間ドック

１泊２日
人間ドック

１日人間ドック
と 脳ドック

脳ドック

検診費用

男性 31,860円～
女性 31,860円～
男性・女性ともに

男性 58,860円～
女性 59,400円～
男性・女性ともに

市の補助金額
国民健康保険 後期高齢者医療制度
男性 15,000円
女性 17,000円

男性 21,000円
女性 23,000円

円61,713

27,000円

男性・女性ともに
17,000円 申し込みできません

男性 28,000円
女性 30,000円

男性 38,000円
女性 40,000円

男性・女性ともに
13,000円 申し込みできません
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情報ワイド

期日 会場 時間

４月20日（木）

西組公民館 午前10時～10時30分
喜多町公民館 午前11時～11時30分
宗高町区民会館 午後１時～２時
緑町会館（旧住吉会館） 午後２時30分～３時
西野住民センター 午前10時～10時30分
野町区公民館 午前11時～11時30分
赤堀今井町二丁目区区民センター 午後１時～２時

午後２時30分～３時

４月21日（金）

赤堀今井町一丁目区民センター

韮塚町住民センター 午前11時30分～午後０時30分
今井町住民センター 午前10時～11時

上之宮町区会議所 午後２時～３時
市場町二丁目区民センター 午前10時～10時30分
堀下会議所 午前11時～11時30分
五目牛転作促進研修施設 午後１時～１時30分
下触集落センター 午後２時～３時

４月23日（日）
殖蓮公民館 午前10時～正午
赤堀支所 午前10時～正午

５月16日（火）

豊城町区民会館 午前10時～11時30分
上諏訪町会館 午後１時～２時
昭和町公民館 午後２時30分～３時
下谷区住民センター 午前10時～10時30分
平井区会議所 午前11時～11時30分
小泉区会議所 午後１時～１時30分
向原会議所 午後２時～３時

５月17日（水）

日乃出町神谷区公民館 午前10時～11時30分
つくし会館 午後１時～２時
曲輪町三区公民館 午後２時30分～３時
下代会議所 午前10時～10時30分
下区区民センター 午前11時～11時30分
新町コミュニティセンター 午後１時～１時30分
三室町集会所 午後２時～３時

５月18日（木）

本関町公民館 午前10時～11時
鍛冶原公民館（ふるさと会館） 午前11時30分～正午
田部井上会議所 午前10時～11時
田部井下区民センター 午前11時30分～正午
西小保方町会議所 午後１時30分～２時
八寸コミュニティーセンター 午後２時30分～３時

５月19日（金）

上田町会議所 午前10時～10時30分
西国定上区会議所 午前11時～11時30分
東国定会議所 午後１時～２時
東町会議所 午後２時30分～３時

５月21日（日）
宮郷公民館 午前10時～正午
あずま支所 午前10時～正午

５月28日（日） 市役所 午前９時～正午

期日 会場 時間

４月11日（火）

下道寺町公民館 午前10時～11時
下蓮町会館 午前11時30分～午後０時30分
長沼町農業集落センター 午後２時～３時
中島公民館 午前10時～10時30分
百々東会議所 午前11時～11時30分
上矢島コミュニティーセンター 午後１時～１時30分
下渕名七区会議所 午後２時～３時

４月12日（水）

除ケ町公民館 午前10時～正午
八斗島町会館 午後１時30分～３時
東新井会議所 午前10時～10時30分
上渕名会議所 午前11時～11時30分
境采女公民館 午後１時～３時

４月13日（木）

羽黒町集会所 午前10時～11時
隣保館 午前11時30分～午後０時30分

地域資源総合管理施設
（山王町公民館） 午後２時～３時

境保泉一丁目集会所 午前10時～11時
小此木公民館 午前11時30分～正午
境剛志公民館 午後１時30分～３時

４月14日（金）
境東公民館 午前10時～11時
新栄町会議所 午後２時～３時
名和公民館 午前10時～午後０時30分

女塚会館 午前11時30分～正午
西島前河原住民センター 午後１時30分～２時
境島村公民館 午後２時30分～３時

４月16日（日）
茂呂公民館 午前10時～正午
豊受公民館 午後１時30分～３時
境支所 午前10時～正午

４月18日（火）

宮子町ふれあいセンター 午前10時～11時30分
連取本町区会議所 午後１時～２時
連取元町区会議所 午後２時30分～３時
香林町二丁目会議所 午前10時～10時30分
香林町一丁目公民館 午前11時～11時30分
赤堀鹿島区公民館 午後１時～１時30分
間野谷町公民館 午後２時～３時
三郷公民館 午前10時～午後０時30分
太田本郷公民館 午後２時～３時

４月19日（水）
市場町一丁目区民センター 午前10時～11時
西久保町三丁目公民館 午前11時30分～正午
西久保町二丁目公民館 午後１時30分～２時
曲沢町公民館 午後２時30分～３時

※犬のふんは飼い主が責任を持って持ち帰りましょう
※駐車場が少ない会場もありますので、徒歩による来場に
ご協力ください

犬の登録・狂犬病予防注射日程表（春期）

新しい教育委員会制度に
全面移行します
　平成27年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
が改正され、新教育委員会制度への移行が決まりました。教育
委員会は、これまでの教育長の任期中は経過措置として旧制度
のまま運営し、段階的に新制度に移行してきました。本年４月
に新しい教育長が誕生し、新制度に全面移行しました。主な変
更点をお知らせします。
問い合わせ　教育委員会総務課（☎27－2785）

　これまでは教育委員会が教育委員の中から教育長を
任命していました。また教育委員会の代表者として教
育委員長を選出していました。
　新教育長は、市長が議会の同意を得て任命します。
教育長の任期は３年です。教育長は教育委員会を代表
し、事務を統括して職員を指揮・監督します。
　新教育長の設置により、市長の任命責任や教育行政
の責任者が明確になりました。緊急時に新教育長が教
育委員会会議を招集することも可能になりました。
　教育長職務代理者は教育委員の中から指名され、教
育長に事故があったときなどに職務を行います。

　市長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、教育の
課題やあるべき姿を協議・調整するため、市長と教育
委員会（教育長・教育委員４人）から構成される総合教
育会議を設置します。会議は市長が招集し、年３回程
度開催されます。誰でも傍聴することができます。
　総合教育会議の設置により、市長と教育委員会が教
育施策の方向性を共有し、執行に当たることができる
ようになりました。

　市長は、総合教育会議において教育、
学術および文化の振興に関する施策をま
とめた大綱を策定します。大綱の策定に
当たっては、第２次伊勢崎市総合計画や
伊勢崎市教育振興基本計画との整合性が
図られています。
　本市では大綱の基本理念を『夢あると
ころに笑顔の輪　のびのび伸ばそう個性
の翼』とし、「個性を見出し伸ばせる学び
の人づくりのまち」を目指しています。

教育長と教育委員長を一本化した新「教育長」の誕生 （平成29年４月１日に移行）

総合教育会議

総合教育会議の結果や教育に関する大綱
を、市ホームページで公開しています。

新しい教育委員会の体制 
●教育長  徳江　基行

とく え もと ゆき

さん 

●教育委員 大矢　光利
おお や みつ とし

さん 

●教育委員 宮川　亮子
みや かわ りょう こ

さん 

●教育委員 高橋　慶一
たか はし けい いち

さん 

●教育委員 津久井　喜代己
つ く い き よ み

さん

市長 教育長同
意

議会

　教育長と
　教育委員
（４人）を
　任命

教育委員会（合議制の組織）

教育委員

＝
教育長職務代理者

市長教育長 委員

委員委員 委員

教育大綱の策定や児
童・生徒の生命・身
体の保護が必要な場
合の対応などを協議
します。

新教育委員会制度の仕組み

「総合教育会議」の設置
（平成27年11月13日から実施）

教育に関する「大綱」の策定
（平成28年２月16日に策定）

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
、

４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
、
飼
い
犬

に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
集
合
注
射
を
下
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
時

間
内
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。
ど

の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。
当
日

忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
注
射
を
す
る
際
は
、
飼
い
主
が

犬
を
押
さ
え
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
病
院
な
ど
で
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
別
途
診
察
料
な

ど
が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対
象　
生
後
91
日
以
上
の
犬

※
健
康
で
な
い
犬
は
集
合
注
射
の

会
場
で
は
注
射
で
き
ま
せ
ん
。
動

物
病
院
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

料
金

●
登
録
済
み
の
犬
＝
１
頭
に
つ
き

３
４
０
０
円

●
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
＝
１

頭
に
つ
き
６
４
０
０
円

※
登
録
料
３
０
０
０
円
を
含
み
ま

す問
い
合
わ
せ　
環
境
保
全
課（
☎

（27）
２
７
３
３
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射（
春
期
）
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位置図

必
要
な
消
防
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
建
物
を
公
表

公
表
の
対
象
と
な
る
建
物
　
重
大

な
消
防
法
令
違
反
の
あ
る
次
の
建

物●
飲
食
店
や
百
貨
店
な
ど
、
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
物

●
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
、

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
が
利
用
す
る
建
物

公
表
の
対
象
と
な
る
違
反
事
項

建
物
に
設
置
を
義
務
付
け
ら
れ
た

消
防
用
設
備（
屋
内
消
火
栓
設
備
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
ま
た
は
自

動
火
災
報
知
設
備
）が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

公
表
時
期
　
消
防
機
関
が
立
ち
入

り
検
査
で
違
反
を
確
認
し
、
建
物

の
関
係
者
に
違
反
を
通
知
し
た
日

か
ら
14
日
が
経
過
し
て
も
そ
の
違

反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
違
反

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２

種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
や
接

種
回
数
、
１
回
の
助
成
額
が
異
な

り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
も

効
果
・
安
全
性
に
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
必
ず
同
じ
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
を
規
定
の
回
数
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
の
接
種
は
生
後
14
週
６

日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
生

後
15
週
以
降
に
１
回
目
の
接
種
を

し
た
場
合
は
、
１
回
目
の
接
種
分

は
助
成
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
】

対
象　
接
種
当
日
に
市
内
に
住
所

が
あ
る
生
後
６
週
以
上
24
週
０
日

以
下
の
子
ど
も

接
種
回
数　
２
回

助
成
額　
１
回
に
つ
き
７
５
０
０

円【ロ
タ
テ
ッ
ク
】

対
象　
接
種
当
日
に
市
内
に
住
所

が
あ
る
生
後
６
週
以
上
32
週
０
日

　
４
月
１
日（
土
）か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
、
経
口
接
種
す
る（
口
か
ら
飲

む
）生
ワ
ク
チ
ン
で
、
乳
幼
児
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
を
予
防

し
ま
す
。
任
意
予
防
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は

か
か
り
つ
け
医
と
相
談
の
上
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎
（27）
２
７
４
６
）

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の
費
用
を
助
成

期
日

●
４
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

●
５
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

●
６
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
公
開
日
や
時
間
は
庭
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
公
園
緑
地

課
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役

所
・
各
支
所
）、
各
公
民
館
、
各

図
書
館
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
宮
子
・
あ
ず
ま
、
伊
勢
崎
駅
前

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

市
民
プ
ラ
ザ
に
あ
る
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
散
策
マ
ッ
プ
で
確
認
で
き

ま
す

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見
学
を

●
公
開
時
間
を
守
り
、
ク
ロ
ー
ズ

の
プ
レ
ー
ト
が
表
示
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
見
学
を
遠
慮
し
て
く
だ

さ
い

●
庭
木
や
花
に
勝
手
に
ふ
れ
な
い

で
く
だ
さ
い

●
ご
み
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど

は
、
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
　
市
内
の
花
愛
好
家
が
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
自
宅
の
庭
を
公
開

し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
の
ぼ
り
旗
と
プ
レ
ー
ト
が
目
印
で
す
。

季
節
の
草
花
に
彩
ら
れ
た
庭
を
見
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　
公
園
緑
地
課（
☎
（27）
２
７
６
８
）

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン 

私
た
ち
の
庭
を
公
開
し
ま
す

　
近
年
、
重
大
な
消
防
法
令
違
反
の
あ
る
防
火
対
象
物（
建
物
な
ど
）で
、

多
く
の
人
が
亡
く
な
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
建
物
を
利
用
す
る
人

が
、
自
ら
利
用
す
る
建
物
の
危
険
性
を
知
り
、
そ
の
建
物
を
利
用
す
る
か

ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
、
消
防
機
関
が
立
ち
入
り
検
査
を
し
た
際
に

重
大
な
消
防
法
令
違
反
が
確
認
で
き
た
建
物
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
予
防
課（
☎
（25）
３
３
１
１
）

重
大
な
消
防
法
令
違
反
の
建
物
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

が
是
正
さ
れ
る
ま
で
公
表
し
ま
す

公
表
内
容　
建
物
の
名
称
・
所
在

地
、
違
反
の
内
容
な
ど

建
物
を
所
有
す
る
人
は

　
対
象
と
な
る
建
物
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
建
物
が
消
防
法
令
に

違
反
し
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
違
反
し
て
い
る
場
合
は
、

早
急
に
必
要
な
消
防
用
設
備
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

建
物
を
利
用
す
る
人
は

　
平
成
30
年
４
月
１
日（
日
）か
ら
、

重
大
な
消
防
法
令
違
反
が
確
認
で

き
た
建
物
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。
自
分
が
利
用
す
る

建
物
が
安
全
か
ど
う
か
確
認
す
る

際
に
、
情
報
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

利
根
川
河
川
敷
に

多
目
的
広
場
が

で
き
ま
し
た

以
下
の
子
ど
も

接
種
回
数　
３
回

助
成
額　
１
回
に
つ
き
５
０
０
０

円
　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

接
種
方
法　
市
内
・
玉
村
町
の
指

定
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
母
子

健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
証
、
接
種
料

金
を
持
っ
て
、
接
種
し
て
く
だ
さ

い※
接
種
料
金（
自
己
負
担
額
）は
各

医
療
機
関
が
定
め
る
予
防
接
種
料

金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金

額
に
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
ご
と

に
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
全
額
助

成
し
ま
す
。
事
前
に
健
康
づ
く
り

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す

る
場
合
は
、
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん

※
違
う
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場

合
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

　
利
根
川
水
辺
プ
ラ
ザ
公
園
の
南

側
河
川
敷
内
に
多
目
的
広
場
が
完

成
し
ま
し
た
。
誰
で
も
自
由
に
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
な
ど
で
利
用

す
る
場
合
は
、
事
前
に
境
道
路
対

策
室（
☎
（74）
０
５
６
８
）に
相
談
し

て
く
だ
さ
い

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な
ど
の

火
気
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　
公
園
緑
地
課（
☎

（27）
２
７
６
９
）

　
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
）を
脱
退
し
、
市
の
国
民
健
康

保
険（
国
保
）に
加
入
す
る
と
き
や
、
就
職
し
て
国
保
か
ら
社
会
保
険
に
替

わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
５
）

退
職
・
就
職
し
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
社
会
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

ほ
か
の
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
す

る
場
合
を
除
き
、
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
人
は
、
国
民

健
康
保
険
課
・
各
支
所
住
民
福
祉

課
で
、
必
ず
国
保
に
加
入
す
る
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
ま
で
の
勤
務
先
の
社
会
保
険

を
継
続（
任
意
継
続
）す
る

●
再
就
職
先
の
社
会
保
険
や
、
家

族
の
社
会
保
険（
扶
養
）に
加
入
す

る用
意
す
る
物　
社
会
保
険
離
脱
証

明
書
、
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
物
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
が
で
き
る
物（
運
転
免

許
証
な
ど
）

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

　
国
保
の
加
入
日
は
、
社
会
保
険

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
で
す
。

加
入
の
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。
加

入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
一
度

に
多
額
の
国
保
税
の
支
払
い
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が

就
職
し
た
と
き
は

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、

会
社
な
ど
に
勤
め
て
社
会
保
険
に

加
入
し
た
と
き
や
、
家
族
が
加
入

し
て
い
る
社
会
保
険
の
扶
養
家
族

に
な
っ
た
と
き
は
、
国
保
を
脱
退

す
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る

と
国
保
税
が
引
き
続
き
課
税
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
物　
社
会
保
険
の
保
険

証
、
国
保
の
保
険
証
、
印
鑑（
朱

肉
を
使
う
物
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
本

人
確
認
が
で
き
る
物（
運
転
免
許

証
な
ど
）

▲ピンクののぼり旗と
緑のプレートが目印です

平成28年度のオープンガーデン・フォトギャラリー
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情報ワイド

補
助
金
の
概
要

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た

す
人

●
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
自
ら
が

居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

を
完
了
し
、
４
月
１
日
以
降
に
電

力
受
給
を
開
始
し
た
人

補
助
件
数　
５
０
０
件（
先
着
順
）

補
助
金
額　
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
２
万
円（
上
限
４
万
円
）

設
置
工
事
完
了
後
に
申
請
を

　
補
助
金
の
申
請
は
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
完
了
後

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

「
申
請
の
手
引
き
」を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
の
手
引
き
・
申
請
書
類
は

環
境
保
全
課
、
市
民
情
報
コ
ー
ナ

ー（
市
役
所
・
各
支
所
）に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

　
独
身
の
男
女
が
本
市
で
出
会
い
、

結
婚
し
、
生
活
の
基
盤
を
築
く
こ

と
を
促
進
す
る
た
め
、
結
婚
を
前

提
と
し
た
健
全
な
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る「
婚
活
」イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業　
次
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
事
業

●
交
付
決
定
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
す
る
も
の

●
市
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、

主
に
市
内
で
実
施
す
る
も
の

●
20
歳
以
上
の
独
身
の
男
女
を
対

象
と
し
て
公
募
し
、
お
お
む
ね
男

女
各
10
人
以
上
の
参
加
を
見
込
む

も
の

●
参
加
者
か
ら
参
加
費
を
徴
収
す

る
も
の

●
公
序
良
俗
に
反
し
、
ま
た
は
社

会
通
念
上
不
適
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
内
容
を
含
ま
な
い
も
の

●
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
委
託
ま
た

は
助
成
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
も

の

●
補
助
金
交
付
決
定
時
に
お
い
て

事
業
に
着
手
し
て
い
な
い
も
の

●
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
も
の

対
象
と
な
る
団
体　
次
の
全
て
の

条
件
を
満
た
す
団
体

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る●
行
政
が
当
該
団
体
の
事
務
局
に

参
加
し
て
い
な
い

●
市
内
に
事
務
所
が
あ
り
、
主
に

市
内
で
活
動
し
て
い
る

●
組
織
や
運
営
に
関
す
る
規
約
な

ど
に
基
づ
い
て
活
動
し
て
い
る

●
特
定
の
政
党
の
利
益
に
つ
な
が

る
事
業
や
特
定
の
宗
教
を
布
教
ま

た
は
支
持
す
る
事
業
を
行
わ
な
い

補
助
対
象
と
な
る
経
費　
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
実
施
に
掛
か
る
経
費

※
参
加
者
の
飲
食
に
掛
か
る
経
費

は
３
分
の
１
が
補
助
の
上
限
で
す

補
助
金
額　
１
事
業
に
つ
き
10
万

円
を
上
限
に
、
補
助
対
象
経
費
か

ら
参
加
費
を
控
除
し
た
額

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　
入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
を
用
意
す

る
期
間
を
考
慮
し
て
、
余
裕
を
持

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
４
月
３
日（
月
）か
ら

17
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
住
宅

課（
☎
（27）
２
７
６
４
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

期日　４月30日（日）
時間　午前９時10分開始
会場　市役所東館５階第１会議室

住宅名 対象世帯 募集戸数

茂呂島住宅
子育て世帯     １戸
母子世帯     ５戸
障害者世帯     １戸

豊城西住宅
子育て世帯     １戸
母子世帯     １戸
単身者世帯     ２戸

豊城北住宅 高齢者世帯     １戸

羽黒住宅

一般世帯     １戸
子育て世帯     １戸
母子世帯     １戸
単身者世帯     ３戸

山王住宅
一般世帯     １戸
母子世帯     １戸
単身者世帯（事故部屋）    １戸

太田住宅
子育て世帯     １戸
母子世帯     １戸

波志江住宅 単身者世帯     １戸
赤堀千鳥住宅 子育て世帯     １戸
境下武士住宅 母子世帯     １戸
境上武士住宅 単身者世帯     １戸
境熊野前住宅 母子世帯     １戸
境の前住宅 子育て世帯     １戸
境百々第１住宅 子育て世帯     １戸
i
アイ

タワ―花の森住宅 子育て世帯     １戸

入居者を募集する市営住宅一覧

申し込み多数
の場合は抽選
会を行います

●一般世帯＝２人以上の世帯
●子育て世帯＝夫婦と就学前の子どもがいる世帯、または 
　婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳以
　下の世帯
●母子世帯＝現在婚姻していない母と未成年の子どもだけ
　の世帯
●単身者世帯＝満60歳以上の人など
●高齢者世帯＝申込者本人が満60歳以上で、同居する人
　が満60歳以上または18歳未満などの世帯
●障害者世帯＝障害者がいる２人以上の世帯

対象世帯の説明

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

　
広
報
課
で
は
、
広
報
い
せ
さ
き

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
）、

そ
の
ほ
か
市
の
刊
行
物
な
ど
に
掲

載
す
る
た
め
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
写
真
・
ビ
デ
オ
撮
影
を
し

て
い
ま
す
。
撮
影
の
際
は
、「
広

報
い
せ
さ
き
」の
腕
章
を
着
用
し

て
い
ま
す
。
写
真
・
ビ
デ
オ
撮
影

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
広
報
課（
☎
（27） 
２

７
１
１
）

広
報
の
取
材
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス（
面
積
約
70
平
方
メ
ー
ト

ル
）が
あ
り
ま
す
。
伊
勢
崎
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る

写
真
や
絵
画
な
ど
の
作
品
の
展
示

や
講
座
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
や
空
き
状
況
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
開
発
課（
☎

（21）
７
４
９
０
）・
伊
勢
崎
駅
前
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
☎

（61）
８
０
０
８
）

伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▲展示や講座などで利用できます

▲市内のイベントなどで、この腕章
を着けた職員が撮影しています。気
軽に声を掛けてください

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
の
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

申
し
込
み　
交
付
申
請
書
兼
実
績

報
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
本
人
ま
た

は
そ
の
同
居
家
族
が
環
境
保
全
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
を
第
三
者
に
委
任
す
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
。
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て

申
請
は
１
件
ま
で
と
し
、
重
複
し

た
申
請
は
無
効
で
す
。

申
請
期
間　
平
成
30
年
３
月
30
日

（
金
）ま
で

▲太陽光発電システムで暮らしを優しく快適
に

※
１
団
体
当
た
り
の
補
助
金
の
上

限
額
は
20
万
円
で
す

※
補
助
金
の
総
額
は
50
万
円
で
す

申
し
込
み　
所
定
の
企
画
提
案
書

を
作
成
の
上
、
５
月
31
日（
水
）ま

で
に
直
接
企
画
調
整
課
へ

※
企
画
提
案
書
の
様
式
や
補
助
金

交
付
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
は
、

企
画
調
整
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

※
提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書
を
基

に
審
査
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
後

日
通
知
し
ま
す

　
結
婚
を
前
提
と
し
た
健
全
な
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事
業（
婚
活
支

援
事
業
）に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
実
施
団
体
に
よ
る
婚
活
支

援
事
業
の
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
調
整
課（
☎
（27）
２
７
０
７
）

男
女
の
出
会
い
や
結
婚
な
ど
を
支
援
し
ま
す

「
婚
活
」イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付

事業で活用する地域資源の例
●名所・旧跡、歴史的資産、自然などの文化
　財、観光資源、公共施設
●農作物などの育成や収穫、地元産品による
　料理体験などの地元産業体験
●サイクリング、ウォーキング、各種スポー
　ツ観戦などのスポーツ交流
●そのほか参加者が本市の魅力を感じること
　ができるもの
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事来出のちま

YouTubeで動画を見られます

消防本部総合演習
災害に強い伊勢崎市を目指して 消防訓練を実施

　３月４日、「いせさき銘仙の日」に赤石楽舎などで伊勢崎銘仙をPRするさまざ
まなイベントが開催されました。伊勢崎市図書館では、市民有志の手で昨年復
活を遂げた併

へい

用
よう

絣
かすり

の制作工程をパネルで紹介。訪れた人は興味深くパネルを見
学していました。赤石楽舎で行われた銘仙ファッションショーでは、モデルの
皆さんが多彩な銘仙の着こなしで会場を盛り上げました。初めてモデルを務め
た仲

なか

程
ほど

えいみさん（伊勢崎清明高校２年・当時）は「緊張したけど楽しかった。
今まで銘仙のことはあまり知らなかったけど、いろいろな柄があってすてき。
またモデルをやってみたい」と感想を話してくれました。

消防団員による放水訓練

伊勢崎織物会館（曲輪町）で行われた
銘仙の展示・販売

併用絣の制作工程のパネル展示

いせさき明治館では彩り豊かな
銘仙を展示（４月16日まで）

銘仙が織り成す華やかなステージ

いせさき銘仙の日
銘仙の魅力で伊勢崎を元気に！

サケの稚魚を放流
故郷に帰る日を夢見て

スケート教室
スケートを楽しみました

　２月６日から22日まで、伊勢崎スケートセンター（今
井町）で「スケート教室」が開催されました。参加した子
どもたちは、経験に応じてクラスに分かれ指導を受けま
した。最終日となった２月22日には、リンクを上手に滑
って上達した姿を披露。参加者全員に修了証書が手渡さ
れました。

　２月25日、赤堀せせらぎ公園を流れる粕川で赤堀南小
学校の子どもたちや地域の皆さんが、各家庭や小学校で
育てたサケの稚魚を放流しました。ここでは毎年、赤堀
南小学校親子クラブの皆さんが中心となって、サケの稚
魚を放流しています。大切に育てた稚魚を丁寧に川に放
す子どもたち。元気に泳いでいく姿を見送りました。

　３月４日、赤堀公民館などで「いせさき読書まつ
り」が開催され、家族ふれあい読書新聞入賞作品の
展示や講演会など、読書に親しむさまざまなイベ
ントが行われました。講演会の講師は『となりのせ
きのますだくん』で知られる絵本作家の武

たけ

田
だ

美
み

穂
ほ

さん。絵本の読み聞かせや武田さんがキャラクタ
ーデザインを務めた『ざわざわ森のがんこちゃん』
の描き方講座などで、大人も子どももみんなで絵
本を楽しみました。

気分はフィギアスケート選手 「元気でね」 願いを込めて稚魚を放流

「がんこちゃん」が描けたよ！

読書に熱中

武田さんによる絵本の読み聞かせ

家族で作った読書新聞 工夫した点などを発表

いせさき読書まつり
読書に親しみ 本の楽しさを実感

負傷者の救護訓練
消防活動を統括する
現場指揮本部

　３月４日、春の火災予防運動の一環として、絣の郷で大規模な火災が発生したという想
定で「消防本部総合演習」が行われました。演習には絣の郷職員や消防・救急隊員に加え、
市民病院・伊勢崎佐波医師会病院の災害派遣医療チーム（D

ディ ー マ ッ ト

MAT）や伊勢崎福島病院の救護
班、地域の消防団員などが参加。火災通報から初期消火、応急救護、利用者の避難誘導、
消火・救出・救護まで、非常時の各機関の連携を確認しました。

ブックコート体験



病
後
児
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ど
も
保
育
課（
☎

（27）
２
７
５
１
）

　
子
ど
も
が
急
性
疾
患
の
回
復
期

に
あ
り
、
保
育
所
や
幼
稚
園
に
預

け
る
こ
と
が
困
難
で
、
保
護
者
が

仕
事
の
都
合
な
ど
で
家
庭
で
の
育

児
が
で
き
な
い
場
合
に
、
子
ど
も

を
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。
４
月

か
ら
、
境
い
よ
く
保
育
所
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
施
設　
左
表
の
と
お
り

利
用
で
き
る
日　
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で

※
祝
日
、
年
末
年
始
、
実
施
施
設

の
行
事
な
ど
の
日
は
除
き
ま
す

利
用
時
間　
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
の
間
で
８
時
間
以
内

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に

通
う
生
後
10
カ
月
か
ら
就
学
前
ま

で
の
子
ど
も

定
員　
１
施
設
に
つ
き
１
日
当
た

り
２
人

利
用
料　
無
料

※
食
事
代
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み　
こ
ど
も
保
育
課
ま
た

は
利
用
を
希
望
す
る
施
設
で
事
前

に
利
用
者
登
録
し
、
利
用
を
希
望

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
各

施
設
へ

就
学
援
助
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

障
害
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
３
）

　
市
外
の
特
別
支
援
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
、
就
学

援
助
費
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
月
額　
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
10
日（
月
）か
ら

27
日（
木
）ま
で
に
在
学
証
明
書
、

印
鑑（
朱
肉
を
使
う
物
）、
振
込
指

定
口
座
の
分
か
る
物（
預
金
通
帳

な
ど
、
保
護
者
名
義
の
も
の
）を

持
っ
て
障
害
福
祉
課
・
各
支
所
住

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
の
た
め
の

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
政
策
課（
☎

（27）
２
７
５
２
）

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

長
年
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
給
食
サ
ー
ビ
ス
】

対
象　
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
の

人利
用
料　
１
食
３
０
０
円（
週
２

回
ま
で
）

【
布
団
の
乾
燥
・
丸
洗
い
】

対
象　
布
団
の
手
入
れ
が
困
難
な

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
な

ど【日
常
生
活
用
具
の
給
付
】

対
象　
65
歳
以
上
の
人

※
給
付
品
目
に
よ
り
対
象
が
異
な

り
ま
す

【
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
】

対
象　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
人
で
、
急
変
の
恐
れ
が
あ
る
慢

性
疾
患
や
障
害
な
ど
に
よ
り
日
常

生
活
に
見
守
り
を
必
要
と
す
る
人

【
紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給
】

対
象　
65
歳
以
上
で
要
介
護
４
・

５
の
人
、
重
度
の
認
知
症
で
要
介

護
３
以
上
の
人

支
給
額　
市
民
税
課
税
世
帯
の
人

＝
月
額
３
０
０
０
円
以
内
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
＝
月
額
５
０

０
０
円
以
内

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
の
助
成
】

対
象　
65
歳
以
上
の
人

※
平
成
28
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
訪
問
理
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
】

対
象　
65
歳
以
上
で
要
介
護
３
以

上
の
人
、
要
介
護
２
以
下
で
心
身

の
状
態
か
ら
理
髪
店
・
美
容
院
に

行
く
の
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

※
平
成
28
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
助

成
】

対
象　
65
歳
以
上
で
自
動
車
を
所

有
し
て
い
な
い
、
同
一
敷
地
内
に

親
族
が
い
な
い
な
ど
、
所
定
の
条

件
を
満
た
す
人

※
平
成
28
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
住
宅
改
造
費
の
補
助
】

　
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
住
む
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
に
掛
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
介
護
用
車
両
購
入
費
の
補
助
】

　
車
い
す
仕
様
車
の
購
入
・
改
造

に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
購
入
・
改
造
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
日
常
的
に
車
い
す
を
使
用

す
る
65
歳
以
上
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族

【
ぐ
ー
ち
ょ
き
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
】

　
県
内
の「
シ
ニ
ア
」協
賛
店
で
提

示
す
る
と
割
引
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
配
付
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
人

配
布
場
所　
高
齢
政
策
課
、
各
支

所
住
民
福
祉
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前８時30分～午後５時15分

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

初
の
３
月
ま
で

支
給
月
額　
所
得
に
応
じ
て
９
９

８
０
円
～
４
万
２
２
９
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対
象　
心
身
に
障
害
が
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）の
保
護
者

支
給
月
額　
１
級
＝
５
万
１
４
５

０
円
、
２
級
＝
３
万
４
２
７
０
円

※
児
童
の
障
害
の
状
態
に
よ
っ
て

等
級
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
手
当
】

対
象　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護

者
、
父
母
の
い
な
い
児
童
の
養
育

者※
対
象
児
童
は
小
・
中
学
生

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
２

０
０
０
円

【
交
通
遺
児
等
福
祉
手
当
】

対
象　
交
通
遺
児（
中
学
生
以
下
）

お
よ
び
心
身
に
障
害
が
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）の
保
護
者

支
給
月
額　
児
童
１
人
当
た
り
２

０
０
０
円

熊
本
地
震
の
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

社
会
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
４
８
）

　
熊
本
地
震
の
災
害
義
援
金
の
受

付
期
間
が
、
平
成
30
年
３
月
31
日

（
土
）ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
募

金
箱
を
市
役
所
受
付
、
社
会
福
祉

課
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮
子
・
あ
ず

ま
、
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
地

に
届
け
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

就
学
前
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

　
就
学
前
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

の
結
果
を
、
教
育
委
員
会
総
務
課
、

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・

各
支
所
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課（
☎

（25）
３
３
１
１
）

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

期
日　
６
月
25
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
開
始

会
場　
前
橋
市
、
太
田
市
ほ
か

試
験
種
類
・
受
験
料　
甲
種
＝
５

０
０
０
円
、
乙
種
＝
３
４
０
０
円
、

丙
種
＝
２
７
０
０
円

※
事
前
に
消
防
本
部
予
防
課
、
各

消
防
署
・
分
署
で
必
要
書
類
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い

【
試
験
準
備
講
習
会
】

期
日　
５
月
31
日（
水
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
開
始

会
場　
市
民
プ
ラ
ザ

受
講
料　
９
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
を
含
み
ま
す

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

申
し
込
み　
５
月
９
日（
火
）か
ら

22
日（
月
）ま
で
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
消
防

本
部
予
防
課
へ

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

※
試
験
準
備
講
習
会
は
受
講
料
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

子
育
て
世
帯
へ
の
手
当

子
育
て
支
援
課（
☎

（27）
２
７
５
０
）

　
子
育
て
世
帯
に
は
次
の
よ
う
な

手
当
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
や

条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
子
育
て
支

援
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
児
童
手
当
】

対
象　
中
学
３
年
生（
15
歳
に
な

っ
て
最
初
の
３
月
）ま
で
の
児
童

の
保
護
者

支
給
月
額

●
３
歳
未
満
の
児
童
＝
１
万
５
０

０
０
円

●
３
歳
以
上
の
児
童
＝
第
１
子
・

第
２
子
は
１
万
円
、
第
３
子
以
降

は
１
万
５
０
０
０
円

●
中
学
生
＝
１
万
円

※
所
得
制
限
を
超
え
る
場
合
は
一

律
５
０
０
０
円

【
児
童
扶
養
手
当
】

対
象　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護

者
、
父
母
の
い
な
い
児
童
の
養
育

者※
対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
て
最

傍聴しましょう　教育委員会会議定例会

　新潟県長岡市寺泊地域にある臨海学校は、
次の期間に利用できます。
※入浴はできますが、食事の提供はありま
せん

期間　５月１日（月）から６月18日（日）まで、
８月12日（土）から31日（木）まで
※改修工事のため、例年より利用できる期
間が短くなっています

対象　市内に在住または在勤・在学の人
宿泊料（１人１泊）
●一般＝1,080円
●中学生・高校生＝750円
●小学生＝530円
●未就学児＝無料
申し込み・問い合わせ　４月10日（月）午前９
時から電話で教育施設課（☎27−2795）

　※宿泊する５日前までに宿泊料の納入手続
きをしてください。利用者の都合により
キャンセルした場合は返金できません

臨海学校が利用できます

期日　４月21日（金）
時間　午後２時開始
会場　市役所本館５階職員研修室
定員　７人（先着順）
申し込み　当日午後１時30分から１時50分
　までに直接会場へ
問い合わせ　教育委員会総務課（☎27−2785）

実施施設一覧
施設名 住所 電話番号

境いよく保育所 境伊与久519 76−1636
白ばら保育園 戸谷塚町98−1 32−1400
ゆたか保育園 馬見塚町1196−1 32−3691
しいの実保育園 山王町625−1 40−3373
三郷保育園 波志江町2381−7 23−6122
太陽保育園 堀口町643−1 32−3370
青空保育園 東小保方町3813−1 40−9333
すみれ保育園 境上武士983−3 74−5700

広報いせさき　No.29517 2017年（平成29年）4月1日号 16

情報掲示板

　災害・防災情報や地域の防犯情
報をメールで配信しています。い
ざというとき、必要な情報を確実
に得られるよう、いせさき情報メ
ールに登録をしておきましょう。
問い合わせ
　安心安全課（☎27－2706）
　  

携帯電話で次のメール
アドレスに空メールを
送信してください
    t-isesaki@sg-m.jpメール

登録の方法



セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　
４
月
28
日
・
５
月
12
日
・

26
日
・
６
月
９
日
・
23
日
・
７
月

14
日
の
金
曜
日（
全
６
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

定
員　
40
人（
先
着
順
）

内
容　
文
化
財
に
つ
い
て
の
講
話
、

音
楽
療
法
で
認
知
症
予
防
、
市
民

病
院
出
前
ミ
ニ
講
座
、
パ
ス
テ
ル

画
教
室
な
ど
を
行
い
、
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
に
つ
い
て
考
え
ま
す

参
加
料　
無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み　
４
月
14
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

期
日　
４
月
18
日（
火
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　
市
内
に
在
住
の
１
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　
20
組（
抽
選
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
11
日（
火
）午
前 

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

募
集

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

設
置
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

高
齢
政
策
課（
☎

（27）
２
７
５
２
）

　
本
年
度
、
東
圏
域
で
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
１
施
設・

定
員
９
人
）を
設
置
す
る
法
人
を

募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み　
５
月
31
日（
水
）ま
で

に
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
高
齢
政
策
課
へ

※
関
係
書
類
は
高
齢
政
策
課
に
あ

り
ま
す

災さ
い

害が
い

時じ

外が
い

国こ
く

人じ
ん

支し

援え
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募ぼ

集し
ゅ
う

国こ
く

際さ
い

課か（
☎

（27）
２
７
３
１
）

　
震し

ん

災さ
い

や
台た

い

風ふ
う

な
ど
の
大だ

い

規き

模ぼ

な

災さ
い

害が
い

が
発は

っ

生せ
い

し
た
と
き
に
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
相そ

う

談だ
ん

に
応お

う

じ
た
り
必ひ

つ

要よ
う

な
情じ

ょ
う

報ほ
う

を
提て

い

供き
ょ
う

し
た
り
し
て
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
支し

援え
ん

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す
。

対た
い

象し
ょ
う　
外が

い

国こ
く

語ご

で
日に

ち

常じ
ょ
う

会か
い

話わ

程て
い

度ど

の
通つ

う

訳や
く

と
翻ほ

ん

訳や
く

が
で
き
る
18
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
人ひ

と

※
高こ

う

校こ
う

生せ
い

は
除の

ぞ

き
ま
す

※
日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

で
な
い
人ひ

と

は
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

が
必ひ

つ

要よ
う

で
す

申も
う

し
込こ

み　
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

に
必ひ

つ

要よ
う

事じ

項こ
う

を
記き

入に
ゅ
う

の
上う

え

、
直ち

ょ
く

接せ
つ

国こ
く

際さ
い

課か

へ

※
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

は
国こ

く

際さ
い

課か

に
あ
り
ま
す
。

市し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

市
国
際
交
流
協
会 

会
員
募
集

国
際
課（
☎

（27）
２
７
３
１
）

　
市
国
際
交
流
協
会
は
、
市
民
の

国
際
交
流
の
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
米
国
ミ
ズ
ー
リ
州
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
市
・
中
国
安あ

ん

徽き

省し
ょ
う

馬ま

鞍あ
ん

山し
ゃ
ん

市し

と
の
姉
妹
友
好
都
市

交
流
事
業
、
外
国
文
化
を
紹
介
す

る
国
際
交
流
の
つ
ど
い
、
料
理
教

室
、
国
際
映
画
祭
、
国
際
児
童
絵

画
展
、
外
国
人
住
民
の
た
め
の
日

本
語
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
市
国
際
交
流
協
会
の
趣
旨
や
事

業
に
賛
同
し
、
協
力
し
て
く
れ
る

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

会
費　
個
人
＝
年
２
０
０
０
円
、

団
体
＝
年
５
０
０
０
円

申
し
込
み　
会
費
を
添
え
て
市
国

際
交
流
協
会（
国
際
課
内
）へ

自
衛
官（
一
般
幹
部
候
補
生
）募
集

市
民
課（
☎

（27）
２
７
２
６
）

試
験
日　
５
月
13
日（
土
）ほ
か

対
象　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大

卒
ま
た
は
大
卒
見
込
み
の
人
、
20

歳
以
上
28
歳
未
満
で
大
学
院
の
修

士
課
程
を
修
了
し
た
人
ま
た
は
修

了
見
込
み
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
５
月

５
日（
祝
）ま
で
に
自
衛
隊
群
馬
地

方
協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所（
☎

０
２
７
ー
２
３
３
ー
８
９
６
０
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

内
容　
日
常
生
活
に
必
要
な
動
作

能
力
の
維
持
・
向
上
と
介
護
予
防

を
目
的
と
し
た
、
高
齢
者
向
け
の

体
操
を
し
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
17
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
☎

（75）
５
５
３
０
）

【
入
門
課
程
】

期
日　
５
月
10
日
か
ら
10
月
18
日

ま
で
の
水
曜
日（
全
23
回
）

※
８
月
16
日（
水
）は
除
き
ま
す

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
初
心
者

定
員　
30
人（
先
着
順
）

【
基
礎
課
程
】

期
日　
５
月
17
日
か
ら
11
月
29
日

ま
で
の
水
曜
日（
全
28
回
）

※
８
月
16
日（
水
）は
除
き
ま
す

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
で
、
入
門
課
程
修
了
程
度
の

手
話
が
で
き
る
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

会
場　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
３
２
４
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み　
４
月
10
日（
月
）か
ら

21
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
障
害
者
セ
ン
タ
ー
へ

講
座

ハ
ギ
レ
の
布
で
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
カ
バ
ー
を
作
ろ
う

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
☎

（32）
３
１
６
６
）

期
日　
4
月
21
日（
金
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
４
月
10
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

初
心
者
の
さ
る
ぼ
ぼ
作
り
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　
５
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

の
火
曜
日（
全
５
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
16
人（
先
着
順
）

内
容　
ち
り
め
ん
で
さ
る
ぼ
ぼ
を

作
り
、
つ
る
し
飾
り
に
仕
立
て
ま

す参
加
料　
３
８
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
４
月
18
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
赤
堀

公
民
館
へ

親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１
１
５
）

期
日　
５
月
９
日（
火
）・23
日（
火
）

（
全
２
回
）

時
間

●
１
歳
ク
ラ
ス
＝
午
前
10
時
～
10

時
50
分

●
２
歳
・
３
歳
ク
ラ
ス
＝
午
前
11

時
～
11
時
50
分

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員　
各
20
組（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
11
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
あ

ず
ま
公
民
館
へ

Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　
５
月
８
日（
月
）・15
日（
月
）

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

４月１日に障害者センターが開所しました放射線量２月・３月の測定結果
　学校や公園など、市内57カ所の定点測定地点に
おいて、測定値が除染の要件（毎時0.23マイクロシ
ーベルト）を超えた場所はありませんでした。測定
地点と測定値の詳細は、市ホームページで確認でき
ます。
問い合わせ　環境保全課（☎27−2733）

　障害者センターでは、障害者とその家族および関係団体
の活動拠点として施設の貸し出しや支援を行います。詳し
くは広報いせさき４月16日号で紹介します。
住所　西田町71番地（案内図のとおり）
利用できる時間　午前８時30分～午後10時
休所日　年末年始（12月29日から翌年１月３日まで）
問い合わせ　障害者センター（☎75−5530）

　プリザーブドフラワーを使って、母の日の贈り
物やインテリアとして長期間楽しめるアレンジを
作ります。母の日に手作りのアレンジを贈ってみ
ませんか。
期日　５月11日（木）
時間　午前10時～正午
会場　殖蓮公民館
対象　市内に在住または
　在勤・在学の人
定員　20人（先着順）
参加料　2,500円（材料費）
申し込み・問い合わせ　４月11日（火）午前９時か
ら直接または電話で殖蓮公民館（☎26−4560）

プリザーブドフラワーの
母の日アレンジ教室

　楽譜の読み方から簡単な曲の演奏までを行い
ます。初めての人も経験がある人も、楽しくピ
アノの基礎を学んでみませんか。
期日　４月27日（木）・５月
11日（木）（全２回）

時間　午前９時～10時30分
会場　南公民館
対象　市内に在住または在勤の人
定員　20人（先着順）
参加料　1,000円（キーボードのレンタル代など）
　※キーボードを持っている人は500円
申し込み・問い合わせ　４月13日（木）午前９
時から直接または電話で南公民館（☎26−
8333）

ピアノとキーボード体験講座

▲さるぼぼのつるし飾り

広報いせさき　No.29519 2017年（平成29年）4月1日号 18
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休日の漏水などの緊急連絡先
　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●４月15日（土）　三和設備工業　☎62−0102
●４月16日（日）　福田設備工業　☎26−0665
●４月22日（土）　中央水道　　　☎25−1592

●４月23日（日）　矢内設備工業　☎32−6053
●４月29日（祝）　吹上設備工業　☎76−0406
●４月30日（日）　三和水工　　　☎32−0575

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員　
25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
14
日（
金
）か
ら

５
月
８
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務

所（
☎

（74）
１
１
１
３
）へ

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

参
加
料　
無
料

※
中
学
生
以
下
の
人
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要
で
す

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

一
般
の
部 

新
規
チ
ー
ム
登
録

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

　
新
た
に
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
登

録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、
下
記

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（

０
９
０
ー
４
４
６
４
ー
６
４

７
５
・
塩
沢
）

キ
ン
ボ
ー
ル
教
室

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日　
５
月
14
日（
日
）

時
間　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

会
場　
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象　
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

内
容　
巨
大
な
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す

参
加
料　
３
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み　
４
月
16
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
☎

（23）
５
８
０
０
）へ

ス
ポ
ー
ツ

少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
４
月
23
日
・
５
月
14
日
・

28
日
・
６
月
４
日
・
11
日
・
25
日

の
日
曜
日（
全
６
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
南
小
学
校
体
育
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
３
歳
以
上

中
学
生
以
下
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
11
日（
火
）か
ら

20
日（
木
）ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎

（62）
７
２
７
１
）

期
日　
５
月
13
日（
土
）・20
日（
土
）・

21
日（
日
）（
全
３
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
あ
ず
ま
体
育
館

対
象　
市
内
の
小
学
生

定
員　
50
人（
先
着
順
）

内
容　
基
本
か
ら
試
合
ま
で

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
14
日（
金
）か
ら

５
月
４
日（
祝
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理

事
務
所
へ

初
心
者
弓
道
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

【
市
弓
道
場
】

期
日　
５
月
８
日
か
ら
６
月
１
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
16
日（
日
）か
ら

30
日（
日
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
☎

（23）

７
０
１
５
）へ

【
あ
ず
ま
弓
道
場
】

期
日　
５
月
８
日
か
ら
６
月
２
日

ま
で
の
月
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
４
月
14
日（
金
）か
ら

５
月
２
日（
火
）ま
で
に
直
接
あ
ず

ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
☎

（62）

７
２
７
１
）へ

【
境
弓
道
場
】

期
日　
５
月
10
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
の
水
・
土
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

春
季
陸
上
記
録
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
５
月
13
日（
土
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　
市
陸
上
競
技
場

対
象　
市
内
・
玉
村
町
に
在
住
ま

た
は
在
勤
・
在
学
の
人

種
目　
短
距
離
走
・
中
距
離
走
・

リ
レ
ー
・
走
り
幅
跳
び
・
走
り
高

跳
び・ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー（
や

り
投
げ
）・
砲
丸
投
げ

※
小
学
４
・
５
・
６
年
生
男
子
・

女
子
、
中
学
生
男
子
・
女
子
、
一

般
男
子
・
女
子（
高
校
生
を
含
み

ま
す
）の
各
部
門

参
加
料　
小
・
中
学
生
＝
４
０
０

円
、
一
般
＝
６
０
０
円

※
リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
28
日（
金
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

催
し

端
午
の
節
供
展

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎

（63）
０
０
３
０
）

期
間　
４
月
15
日（
土
）か
ら
５
月

７
日（
日
）ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
五
月
人
形
を
は
じ
め
、
武

者
の
ぼ
り
や
こ
い
の
ぼ
り
を
展
示

し
ま
す

入
場
料　
無
料

春
季
市
民
盆
栽
展

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
間　
４
月
14
日（
金
）か
ら
16
日

（
日
）ま
で

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時※
16
日（
日
）は
午
後
４
時
ま
で

会
場　
ふ
く
し
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
市
盆
栽
ク

ラ
ブ
連
合
会（
☎

（25）
３
８
１
０
・

大
和
）

え
び
ね
蘭ら

ん

展

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日　
４
月
22
日（
土
）・23
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
北
公
民
館

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
市
蘭ら

ん

蕙け
い

愛

好
会（
☎

（24）
０
９
０
２
・
吉
沢
）

群馬ダイヤモンドペガサス
伊勢崎市民サンクスデー

　

▲五月人形などの展示を通して、
端午の節供の習俗を紹介します

広報いせさきをスマホアプリ「マチイロ」で配信
　市内に在学の小・中学生および在住の65歳以
上の人を、公式戦に無料で招待します。それ以外
で市内に在住の人は、入場料が半額（750円）にな
ります。

【武蔵ヒートベアーズ戦】
期日　４月15日（土）
時間　午後６時試合開始

【栃木ゴールデンブレーブス戦】
期日　４月16日（日）
時間　午後１時試合開始

＊　　　　　＊
いずれも
会場　市野球場
入 場方法　小・中学生はチケット売り場で学校名
を言ってください。65歳以上の人は住所・年
齢を証明できる物を、それ以外の人は住所を証
明できる物を、チケット売り場で提示してくだ
さい

問い合わせ　スポーツ振興課（☎27−2747）

期日　５月６日から27日までの土曜日（全４回）
時間　午後３時～５時
会場　境武道館
対象　市内に在住または在勤・在学の小学生以上の人
定員　15人（先着順）
参加料　無料
申し込み・問い合わせ　４月17日（月）から５月２日（火）
までに直接または電話で境運動施設管理事務所（☎74
−1113）

なぎなた体験教室

問い合わせ　広報課（☎27−2711）

「マチイロ」の主な特徴
●市ホームページに接続しなくても、アプリで広報紙を読めます
●最新号が発行されると、アプリを通じてお知らせが届きます
●ページめくりや拡大・縮小などの操作も簡単にできます
●スクラップ機能があり、気になる記事はメール添付やSNSの投稿など
に利用できます

対象　市内に在住の小・中学生で編成され、学校単
位、地域子ども会、スポーツクラブなどで活動し
ているスポーツ団体

登録料　指導者＝１人1,100円、団員＝１人600円
申し込み・問い合わせ　４月13日（木）までに登録
料を添えてスポーツ振興課（☎27−2747）

平成29年度 スポーツ少年団チーム登録

利用までの流れ
①右の二次元バーコードまたはApp�Store・Google�Play
　で「マチイロ」を検索し、アプリをダウンロード。
②個人設定で「お住まいの地域」などを設定。
③登録完了。発行日に最新の広報紙が配信されます。
アプリのダウンロード・利用は無料ですが、情報を受信する際の通信料は利用者
の負担です。またアプリで表示される広告は伊勢崎市とは関係ありません。

自治体広報紙などを配信する無料アプリ「マチイロ」を利用して、スマ
ートフォン・タブレット端末で広報いせさきをいつでもどこでも読める
ようになりました。

広報いせさき　No.29521 2017年（平成29年）4月1日号 20
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有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。23

小
学
校
へ
図
書
36
冊

♥
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
群
馬

県
連
合
会
伊
勢
崎
地
域
協
議
会
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２
万
円

♥
あ
ず
ま
塾
か
ら
福
祉
事
業
基
金

へ
５
万
６
５
０
０
円

♥
群
馬
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組

合
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
５
万
円

♥
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
女
性
会
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
８
万
２
３
１

３
円

♥
立
正
佼
成
会
高
崎
教
会
か
ら
福

祉
事
業
基
金
へ
20
万
円

♥
杉
原
俊
夫
さ
ん（
曲
輪
町
）か
ら

教
育
振
興
費
と
し
て
１
０
０
万
円

♥
東
京
パ
ー
ツ
工
業
㈱
社
員
の
皆

さ
ん
か
ら
交
通
遺
児
基
金
へ
４
万

９
８
７
２
円

皆
さ
ん
の
善
意

秘
書
課（
☎

（27）
２
７
０
０
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
猪
俣
健
さ
ん（
富
塚
町
）か
ら
伊

勢
崎
市
図
書
館
へ
図
書『
蕎そ

麦ば

屋

か
ど
や
誕
生
の
記
』６
冊

♥
新
協
和
産
業
㈱
か
ら
市
内
の
各

公
立
保
育
所
、
各
市
立
幼
稚
園
、

各
小
学
校
、
赤
堀
・
あ
ず
ま
中
学

校
、
各
児
童
館
、
プ
リ
テ
ィ
ー
タ

ウ
ン
の
丘
磯
沼
荘
へ
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
球
根
２
３
５
０
球

♥
㈱
石
の
ゴ
ダ
イ
か
ら
あ
ず
ま
南

し
て
い
る
女
性
の
夫

※
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
人
、
過
去
に
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
２
回
済
ま
せ
て
い
る
人
、
妊

娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
人
、
今
ま
で
に
本
事
業
の
助
成

を
受
け
た
人
は
除
き
ま
す

助
成
回
数　
１
回

助
成
費
用

●
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
＝
３
０

０
０
円

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
）＝
５
０
０
０
円

申
し
込
み　
市
内
・
玉
村
町
の
指

定
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す

　
本
紙
３
月
16
日
号
と
一
緒
に
、

平
成
29
年
度
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
各
種
健
診

の
日
程
や
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
保

健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
届
い
て
い
な
い

場
合
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
健

健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（74）
１
３
６
３
）

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

期
日　
10
月
７
日
・
21
日
・
11
月

４
日
・
18
日
・
12
月
２
日
・
16
日
・

平
成
30
年
１
月
６
日
の
土
曜
日

会
場　
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院

成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー（
下
植
木

町
）

対
象　
平
成
30
年
３
月
31
日
時
点

で
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
偶
数
年

齢
の
女
性

定
員　
３
０
０
人（
先
着
順
）

内
容　
４
種
類（
胃
、
大
腸
、
子

宮
頸け

い

部ぶ

、
乳
・
甲
状
腺
）の
が
ん

検
診

受
診
料　
３
５
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
17
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
の
一
部
助
成

対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
る
平
成

２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女

性
と
そ
の
夫
、
ま
た
は
現
在
妊
娠

◆第37回伊勢崎オート出版協会杯
　4/10 • 11 • 12 •  13
◆浜松オート場外発売　第２回Gamboo杯
　4/15 • 16 • 17 • 18
◆山陽オート場外発売　開場52周年記念スポニチ杯
　GⅠ第23回平成チャンピオンカップ　
　4/19 • 20 • 21 • 22 • 23 

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  http://isesaki-auto.jp/

　毎月第３日曜日に田島弥平旧宅の主屋１階上段
の間を公開します。合わせて田島善一家（進成館）
の主屋２階とやぐらも公開します。ぜひご覧くだ
さい。
時間　午前９時～午後４時
　※田島善一家の公開は午前10時から午後４時
まで

　※車でお越しの際は島村蚕のふるさと公園また
は田島弥平旧宅案内所の駐車場を利用してくだ
さい

問い合わせ　文化財保護課（☎75−6672）

田島弥平旧宅 
主

おも

屋
や

１階上
じょう

段
だん

の間を公開します

▲田島弥平旧宅主屋１階の
上段の間

▲田島善一家（進成館）
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問い合わせ
企業誘致課（☎27－2756）

暮らしを支える
メード イン

いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    http://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
宏

義
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行
い
せ
さ
き

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S

2017. 4
.1

N
o.295

2017
年

３
月

１
日

現
在

●
人

口
　

 212,161
人

（
前

月
比

＋
59）

●
世

帯
数

　
86,542

戸
（

前
月

比
＋

115）

16

10

14

17 15 12

13
11

８

７

２

４
５

６３

１

９

予告

伊勢崎市ではさまざまな製品が作られています

市内企業を応援しています
新連載 始めます！

市内の工業団地・流通団地

全国1,663市区町村（当時）でも第46位！
平成26年工業統計調査

県内の製造品出荷額等
１位 太田市 2兆6,178億円
２位 伊勢崎市 1兆1,910億円
３位 高崎市 7,366億円

全部で
17カ所
あります

伊勢崎市は
全国有数の
工業都市！

●活動状況は？
▶月３回程度
●活動場所は？
▶豊受公民館
●メンバーは？
▶12人

豊受公民館（☎32－0350）

　立ち上げて16年のフラダンスサークルです。公民館の発表会
をはじめ市内外のさまざまなイベントで踊りを披露しています。
すてきなドレスを着ると普段とは違う自分になって、気持ちも
若返ります。ステージに立てば気分はすっかりフラガール。ゆ
ったりとしたハワイアン音楽で、お客さんを癒やしながら自分
たちも癒やされています。フラダンスはどんな年代でも楽しむ
ことができるので、みんなで長く続けていきたいです。

サークル名  ハイビスカス豊受

　平成27年12月１日号の特
集記事でも紹介した「Made 
in いせさき」。５月１日号か
ら新たに始まる連載のプロロ
ーグとして、「暮らしを支える 
Made in いせさき」を掲載し
ました。皆さんは伊勢崎市が
全国でも有数の工業都市だと
いうことをご存じでしたか。
普段から何げなく使っている
物の中にも、市内で製造され
ている製品があるかもしれま
せん。私たちのまちでどんな
製品を、どんな人が、どんな
思いで作っているのか、連載
を通して皆さんにお伝えして
いきます。お楽しみに！ （ふ）

　市では、市内の企業・事業
所が製造する製品を広くPR
し、市内製造品の「地産地消」
と市内企業の販路拡大を目指
して「Made in いせさき」事
業を展開しています。市内の
商業施設での「Made in いせ
さき製品展示会」開催やロゴ
マーク作成などを行い、市内
企業を支援しています。

　私たちの暮らしの中に、市内で作
られたものがどれだけあるか、皆さ
んはご存じですか。
　本市は明治から大正、昭和にかけ
て織物産業のまちとして発展してき
ました。現在、優れた製造技術を基
盤に多くの企業が集まり、発展を続
けています。各工業団地をはじめ、
市内各所に689の事業所（従業員４

人以上・平成26年工業統計調査）が
あり、電気機器や輸送用機器、食品
など、さまざまな製品が作られてい
ます。

　本紙５月１日号から、新連載
「Made in いせさき これ、伊勢
崎で作っています！」をスタート
します。連載を通して、私たち
の暮らしを支える「Made in いせ
さき製品」とその製造に携わる
皆さんの声をお届けし、市内に
ある企業・事業所について紹介
します。ご期待ください！

◀Made in 
いせさきロ
ゴマーク

▲ Made in いせさき製品展示会
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